
平成™›年 月™œ日 火曜日 第œŸ ™号官 報
住
所
東
京
都
杉
並
区
今
川
１
丁
目
７
番
1
2
`
1
0
5号

金
美
和
昭
和
5
7年

1
0月

3
0日
生

住
所
東
京
都
台
東
区
小
島
１
丁
目
1
1番

1
0
`
5
0
2号

マ
ウ
ロ
・
セ
ル
ジ
オ
・
カ
カ
ズ
昭
和
4
9年

1
1月
１
日

生
住
所
東
京
都
G
飾
区
奥
戸
７
丁
目
２
番
８
号

崔
青
龍
昭
和
6
0年
７
月
2
9日
生

住
所
静
岡
県
御
殿
場
市
保
土
沢
2
9
3番
地
1
6

エ
ン
リ
ケ
・
タ
ケ
シ
・
ウ
エ
ダ
平
成
２
年
７
月
７
日

生
住
所
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
北
中
沢
１
丁
目
８
番
1
2号

金
泰
京
昭
和
3
5年

1
0月

1
0日
生

住
所
東
京
都
台
東
区
谷
中
５
丁
目
１
番
１
号

ã
仁
¶
昭
和
3
3年
８
月
1
2日
生

金
麗
和
昭
和
3
9年
５
月
3
0日
生

ã
恵
實
平
成
４
年
1
2月
４
日
生

ã
實
和
平
成
６
年
８
月
2
7日
生

ã
美
佳
平
成
９
年
６
月
７
日
生

ã
英
將
平
成
９
年
６
月
７
日
生

住
所
島
根
県
松
江
市
鹿
島
町
佐
陀
宮
内
8
2
3番
地
１

金
美
蘭
昭
和
4
5年
９
月
2
0日
生

住
所
岡
山
市
北
区
大
供
１
丁
目
２
番
1
9号

鄭
茂
雄
昭
和
1
2年

1
0月

1
1日
生

林
月
嬋
昭
和
1
5年
１
月
1
7日
生

住
所
福
岡
県
筑
紫
郡
那
珂
川
町
恵
子
３
丁
目
６
番
１
号

金
芳
枝
昭
和
2
5年
１
月
1
3日
生

住
所
東
京
都
大
田
区
南
蒲
田
３
丁
目
1
0番
４
号

ア
マ
ン
ダ
・
サ
ト
ミ
・
オ
オ
イ
シ
・
バ
レ
イ
ロ
昭
和

6
3年
７
月
1
4日
生

住
所
埼
玉
県
川
口
市
領
家
４
丁
目
８
番
６
`
4
0
3号

李
奨
清
昭
和
4
8年
２
月
２
日
生

住
所
埼
玉
県
川
越
市
大
字
的
場
2
8
5
0番
地
2
0

李
愛
精
平
成
５
年
３
月
2
7日
生

住
所
神
奈
川
県
厚
木
市
緑
ヶ
丘
５
丁
目
５
番
１
号

リ
カ
ル
ド
・
ユ
キ
オ
・
ツ
チ
ダ
・
ヤ
ノ
昭
和
5
1年
８

月
1
0日
生

住
所
横
浜
市
青
葉
区
つ
つ
じ
が
丘
６
番
地
4
7

孫
濤
昭
和
4
4年
４
月
3
0日
生

住
所
広
島
市
西
区
己
斐
本
町
３
丁
目
1
6番
１
`
6
0
4号

葉
清
規
昭
和
5
2年
６
月
2
7日
生

住
所
神
戸
市
Í
区
烏
帽
子
町
２
丁
目
３
番
2
7
`
4
0
6号

マ
ウ
リ
シ
オ
・
ヨ
シ
カ
ズ
・
サ
カ
グ
チ
昭
和
4
7年
３

月
４
日
生

住
所
兵
庫
県
明
石
市
魚
住
町
西
岡
1
6
5
7番
地
１

潘
鵬
昭
和
5
5年
４
月
2
4日
生

（
ス
イ
ス
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
大
臣
は
、
本
日
付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光

栄
を
有
し
ま
す
。

（
日
本
側
書
簡
）

本
大
臣
は
、
更
に
、
ス
イ
ス
連
邦
政
府
が
前
記
の
了
解
を
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閣
下
の
書
簡
及
び

こ
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
じ
、
二
千

十
二
年
四
月
一
日
以
後
に
租
税
を
課
さ
れ
る
額
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま

す
。本

大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
九
月
七
日
に
ベ
ル
ン
でス

イ
ス
連
邦

大
統
領
兼
財
務
大
臣

エ
ヴ
ァ
リ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ド
マ
ー＝

シ
ュ
ル
ン
プ

ス
イ
ス
連
邦
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

梅
本
和
義
閣
下

（
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
の
情
報
交
換

規
定
に
関
す
る
交
換
公
文
）

（
ス
イ
ス
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。本
大
臣
は
、二
千
十
年
五
月
二
十
一
日
に
ベ
ル
ン
で
署
名
さ
れ
た
議
定
書
に
よ
っ

て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
七
十
一
年
一
月
十
九
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回

避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。）及
び
二
千
十
年
五
月
二
十
一
日
に
ベ
ル
ン

で
署
名
さ
れ
た
条
約
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
議
定
書
（
以
下
「
議
定
書
」
と
い
う
。）に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
両
政

府
間
で
到
達
し
た
次
の
了
解
を
ス
イ
ス
連
邦
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

議
定
書
５
è
の
規
定
に
関
し
、
議
定
書
５
è
ü
か
ら
B

ま
で
の
規
定
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
情
報
で
あ
っ
て
、
要
請

国
か
ら
提
供
さ
れ
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
要
請
国
か
ら
提
供
さ
れ
る
そ
の
他
の
情
報
を
通
じ
て
、
要
請
す
る
情
報
を
保

有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者
が
特
定
で
き
る
場
合
に
お
い
て
も
、
行
政
上
の
支
援
の
要
請
に
応
ず
る
こ
と
が
了
解
さ

れ
る
。

本
大
臣
は
、
こ
の
書
簡
及
び
前
記
の
了
解
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が
両
政
府
間
の
合

意
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
じ
、
二
千
十
二
年
一
月
一
日
以
後
適

用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
大
臣
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
九
月
七
日
に
ベ
ル
ン
でス

イ
ス
連
邦

大
統
領
兼
財
務
大
臣

エ
ヴ
ァ
リ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ド
マ
ー＝

シ
ュ
ル
ン
プ

ス
イ
ス
連
邦
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

梅
本
和
義
閣
下

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
本
日
付
け
の
閣
下
の
次
の
書
簡
を
受
領
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄

を
有
し
ま
す
。

（
ス
イ
ス
側
書
簡
）

本
使
は
、
日
本
国
政
府
が
前
記
の
了
解
を
受
諾
し
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閣
下
の
書
簡
及
び
こ
の
返
簡
が
両

政
府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
合
意
が
こ
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
じ
、
二
千
十
二
年
一
月
一

日
以
後
適
用
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
九
月
七
日
に
ベ
ル
ン
で

ス
イ
ス
連
邦
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

梅
本
和
義

ス
イ
ス
連
邦

大
統
領
兼
財
務
大
臣

エ
ヴ
ァ
リ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ド
マ
ー＝

シ
ュ
ル
ン
プ
閣
下

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
十
九
号

平
成
二
十
四
年
九
月
七
日
に
ベ
ル
ン
で
、
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス

イ
ス
と
の
間
の
条
約
に
関
す
る
次
の
書
簡
及
び
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と

ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
の
情
報
交
換
規
定
に
関
す
る
次
の
書
簡
の
交
換
が
ス
イ
ス
連
邦
政
府
と
の
間
に
行
わ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
五
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

藤
村

修

（
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回
避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
に
関
す
る
交

換
公
文
）

（
日
本
側
書
簡
）

（
訳
文
）

書
簡
を
も
っ
て
啓
上
い
た
し
ま
す
。
本
使
は
、
二
千
十
年
五
月
二
十
一
日
に
ベ
ル
ン
で
署
名
さ
れ
た
議
定
書
に
よ
っ

て
改
正
さ
れ
た
千
九
百
七
十
一
年
一
月
十
九
日
に
東
京
で
署
名
さ
れ
た
所
得
に
対
す
る
租
税
に
関
す
る
二
重
課
税
の
回

避
の
た
め
の
日
本
国
と
ス
イ
ス
と
の
間
の
条
約
（
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。）に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
両
政
府
間
で
到

達
し
た
次
の
了
解
を
日
本
国
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

条
約
第
十
一
条
４
の
規
定
に
関
し
、
株
式
会
社
国
際
協
力
銀
行
は
、
条
約
第
十
一
条
４
æ
C

に
規
定
す
る
機
関
と
さ

れ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

本
使
は
、
更
に
、
こ
の
書
簡
及
び
前
記
の
了
解
を
ス
イ
ス
連
邦
政
府
に
代
わ
っ
て
確
認
さ
れ
る
閣
下
の
返
簡
が
両
政

府
間
の
合
意
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
合
意
が
閣
下
の
返
簡
の
日
付
の
日
に
効
力
を
生
じ
、
二
千
十
二
年
四
月
一

日
以
後
に
租
税
を
課
さ
れ
る
額
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
光
栄
を
有
し
ま
す
。

本
使
は
、
以
上
を
申
し
進
め
る
に
際
し
、
こ
こ
に
重
ね
て
閣
下
に
向
か
っ
て
敬
意
を
表
し
ま
す
。

二
千
十
二
年
九
月
七
日
に
ベ
ル
ン
で

ス
イ
ス
連
邦
駐
在

日
本
国
特
命
全
権
大
使

梅
本
和
義

ス
イ
ス
連
邦

大
統
領
兼
財
務
大
臣

エ
ヴ
ァ
リ
ー
ン
・
ヴ
ィ
ド
マ
ー＝

シ
ュ
ル
ン
プ
閣
下

œ
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